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五

孟
子
の
革
命
説 

│
│ 

十
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
開（

１
）

松
野
　
敏
之

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
孟
子
の
革
命
説（
２
）が
後
世
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
主
に
十
八
世
紀
頃
の
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
解
釈
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も

の
で
あ
る
。
同
じ
も
の
を
見
て
い
て
も
、
見
る
側
の
立
場
や
状
況
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
見
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
。
あ
る
者
に
と
っ

て
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
別
の
人
に
と
っ
て
は
珍
奇
な
も
の
と
映
る
。
孟
子
の
議
論
に
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
多
く
あ
り
、
孟
子
の
特
徴
の

一
端
と
し
て
整
理
し
て
み
た
い
。

一
　
孟
子

　

ま
ず
孟
子
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
国
戦
国
時
代
の
儒
家
で
、
名
は
軻か

。
仁
義
に
よ
る
王
道
政
治
を
提
唱
し
、
自
ら
孔
子
の
継
承
者
を
も
っ
て

任
じ
、
性
善
説
・
革
命
説
を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
現
在
で
は
孟
子
と
言
え
ば
性
善
説
が
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
が
、
当
初
か
ら
そ
う
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
宋
代
に
な
る
ま
で
性
善
説
の
議
論
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た（
３
）。
唐
の
韓
愈
（
七
六
八
〜
八
二
四
）
は
孟
子
を
高
く
評

価
し
た
が
、
孟
子
の
議
論
で
採
り
あ
げ
る
の
は
異
端
弁
正
で
あ
り
、
儒
学
の
正
し
い
学
と
異
端
の
学
と
の
違
い
を
強
調
し
た
。
性
説
に
つ
い

て
、
韓
愈
は
性
三
品
説
を
支
持
し
て
お
り
、
特
に
性
善
説
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。
北
宋
で
は
、
王
安
石
（
一
〇
二
一
〜
一
〇
八
六
）
が
孟

子
を
高
く
評
価
し
、『
孟
子
』
を
科
挙
の
必
修
科
目
と
し
た
。
し
か
し
、
性
善
説
に
つ
い
て
は
特
に
注
目
し
な
か
っ
た
。
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六

　

初
め
て
性
善
説
を
肯
定
的
に
採
り
あ
げ
る
の
は
、
北
宋
の
道
学
者
程
顥
（
一
〇
三
二
〜
一
〇
八
五
）・
程
頤
（
一
〇
三
三
〜
一
一
〇
七
）
で

あ
る
。
孟
子
の
心
性
論
・
修
養
論
に
注
目
し
、
孟
子
の
言
説
を
自
身
の
思
想
体
系
に
組
み
入
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
南
宋
の
朱
熹
（
一
一
三

〇
〜
一
二
〇
〇
）
が
『
孟
子
』
を
四
書
に
採
り
あ
げ
、『
四
書
章
句
集
注
』
を
編
纂
す
る
と
、
孟
子
の
「
亜
聖
」
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ

る
。
孟
子
没
後
、
約
二
三
〇
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
四
〇
〇
年
は
孟
子
の
性
善
説
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
孟
子
の
生
卒
年
は
、
現
在
、
前
三
七
二
年
頃
か
ら
前
二
八
九
年
頃
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
生
卒
年
に
根
拠
は
無
い
。
孟
子
が
最
初
の
遊
説

国
で
あ
る
梁
（
魏
）
の
恵
王
（
在
位
前
三
六
九
〜
前
三
一
九（
４
））
を
訪
問
し
た
の
が
前
三
二
〇
年
頃
で
あ
り
、そ
の
時
に
恵
王
か
ら
孟
子
は
「
叟
」

（
老
先
生
の
意
）
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
た
め
、
前
三
二
〇
年
頃
に
五
十
歳
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
前
三
七
二
年
頃
の
生
ま
れ
と
推
測

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
５
）。
た
だ
重
要
な
の
は
、
孟
子
の
遊
説
が
前
三
二
〇
年
頃
か
ら
行
わ
れ
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
孟
子
が
「
王

道
」
を
主
張
し
た
時
代
背
景
が
絡
ん
で
く
る
。

　

周
王
朝
の
時
代
（
春
秋
・
戦
国
時
代
）、
諸
侯
は
周
王
を
奉
戴
し
な
が
ら
各
地
域
を
統
治
し
て
い
た
。
諸
侯
に
は
爵
位
が
あ
り
、
公
・
侯
・

伯
・
子
・
男
に
分
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
王
朝
商
（
殷
）
の
末
裔
と
さ
れ
る
宋
国
の
君
は
公
爵
で
あ
り
、
武
王
の
弟
・
周
公
旦
が
封
ぜ

ら
れ
た
魯
国
の
君
は
侯
爵
で
あ
る（
６
）。
中
原
諸
国
に
お
い
て
王
は
た
だ
一
人
、
周
王
だ
け
で
あ
っ
た（
７
）。
し
か
し
、
孟
子
が
三
十
代
か
ら
四
十
代

頃
、
諸
侯
は
王
号
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
三
三
四
年
に
魏
が
王
号
を
称
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
前
三
二
六
年
に
韓
王
、
前
三
二
五
年

に
秦
王
が
誕
生
し
、
わ
ず
か
十
年
余
り
の
間
に
次
々
と
王
が
誕
生
し
た（
８
）。
し
か
も
、
魏
・
秦
な
ど
の
大
国
だ
け
で
な
く
、
中
山
や
宋
な
ど
の
小

国
ま
で
も
王
を
名
乗
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
の
方
針
も
変
化
し
て
く
る
。
か
つ
て
は
春
秋
時
代
に
斉
の
桓
公
や
晋
の
文
公
が
行
っ
た
よ
う
な
、

周
王
を
奉
戴
し
な
が
ら
周
辺
諸
国
に
威
を
唱
え
、
周
王
か
ら
「
覇
」
の
名
誉
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
周
王
の
奉
戴

は
放
棄
さ
れ
、
自
国
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
孟
子
が
遊
説
を
始
め
た
当
初
、
各
国
は
こ
の
よ
う
な
情
勢

に
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
孟
子
は
覇
者
と
王
者
を
区
別
し
た
。「
覇
者
」
と
は
「
力
」
に
よ
る
統
治
を
行
う
者
。「
王
者
」
と
は
「
徳
」
に
よ
る
統
治
を
行

う
者
。
名
称
と
し
て
の
「
王
」
で
は
な
く
、
本
物
の
「
王
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
孟
子
は
説
い
た
。
徳
に
よ
る
統
治
は
、
人
々
を
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七

心
か
ら
慕
わ
せ
る
が
、
力
に
よ
る
統
治
は
、
強
制
的
に
人
々
を
従
わ
せ
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
力
は
、
一
時
的
に
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
影
響
力
が
減
退
す
る
と
す
ば
や
く
人
々
は
離
れ
、
衰
退
す
る
。
名
ば
か
り
の
王
が
乱
立
す
る
中
、

孟
子
は
本
物
の
王
者
の
政
治
「
王
道
」
を
論
じ
て
い
っ
た
。

二
　
革
命
説
（
湯
武
放
伐
論
）

　

孟
子
の
議
論
の
な
か
で
最
も
重
要
な
の
は
「
王
道
」
で
あ
る
が
、
革
命
に
つ
い
て
も
王
道
を
説
く
な
か
で
言
及
さ
れ
る
。『
孟
子
』
梁
恵
王

下
・
８
章
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

斉
の
宣
王
「
湯
王
が
桀け
つ

王
を
放
逐
し
、
武
王
が
紂ち
ゅ
う王
を
討
伐
し
た
と
い
う
の
は
、
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
か
。」

　

孟
子
「
伝
承
に
よ
れ
ば
、
あ
り
ま
し
た
。」

　

宣
王
「
臣
下
に
し
て
主
君
を
弑
虐
す
る
の
は
、
よ
い
も
の
か
。」

　

孟
子
「
仁
を
損
な
う
人
の
こ
と
を
「
賊
」
と
言
い
、
義
を
損
な
う
人
の
こ
と
を
「
残
」
と
言
い
ま
す
。「
残
賊
」
の
人
は
、
一
人
の
男

〔
一
夫（
９
）〕
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
あ
る
男
〔
一
夫
〕
紂
を
誅
殺
し
た
と
は
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
主
君
を
弑
虐
し
た
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。」

　

本
物
の
王
者
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
論
じ
る
孟
子
は
、
儒
者
が
理
想
と
す
る
湯
王
や
武
王
は
君
主
を
放
伐
（
放
逐
・
討
伐
）
し
た
者

で
は
な
い
か
と
問
わ
れ
た
。
君
臣
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
の
是
非
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
孟
子
は
仁
義
を
損
な
い
、
王
道
を
見

失
っ
た
主
君
は
「
一
夫
」
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
こ
れ
は
湯
王
・
武
王
の
立
場
に
な
っ
て
、
悪
逆
な
主
君
を
放
伐
す
る
よ
う
に
勧
め
る
も
の
で

は
な
い
。
宣
王
に
対
し
、
王
道
政
治
に
努
め
る
よ
う
促
す
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
革
命
（
湯
武
の
放
伐
）
は
善
政
を
行
わ
な
い
主
君
に
対
す
る

戒
め
と
な
る
。
歴
代
の
中
国
の
学
者
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
孟
子
評
価
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
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八

　
（
孟
子
の
話
は
）
斉
王
を
深
く
戒
め
、
後
世
（
の
君
主
）
に
教
訓
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
◯
王
勉
は
言
う
。「（
孟
子
の
）
こ
の
言
葉

は
、
下
に
い
る
者
に
湯
武
の
よ
う
な
仁
が
あ
り
、
上
に
い
る
者
に
桀
紂
の
よ
う
な
暴
政
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
簒
奪
・
弑
虐
の
罪
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
。」 

（
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
梁
恵
王
下
・
８
章
）

　

朱
熹
も
ま
た
斉
王
を
戒
め
る
た
め
の
言
説
だ
と
解
釈
す
る
。
た
だ
、
朱
熹
は
王
勉
の
言
を
引
用
し
な
が
ら
、
革
命
に
は
い
ま
一
つ
の
側
面
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
主
君
が
酷
い
人
物
で
あ
り
、
悪
政
が
行
わ
れ
る
場
合
、
誰
で
も
よ
い
か
ら
主
君
を
放
伐
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な

い
。
放
伐
を
す
る
者
の
資
質
も
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
湯
王
・
武
王
の
よ
う
な
仁
が
備
わ
っ
た
有
徳
者
で
な
け
れ
ば
人
は
つ
い
て
こ

な
い
し
、
ま
た
革
命
が
た
と
え
成
功
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
単
な
る
簒
奪
・
弑
虐
に
過
ぎ
な
い
。
革
命
を
起
こ
す
者
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
に
も
考
え
を
及
ぼ
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

孟
子
の
評
価
が
確
定
す
る
の
は
宋
代
以
降
で
あ
り
、
性
善
や
革
命
な
ど
孟
子
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
も
諸
外
国
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
孟
子
の
革
命
説
は
、
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
か
。
十
八
世
紀
に
注
目
す
る
の
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
中
国
思
想
（
儒
学
）
が
紹
介
さ
れ
、
孟
子
が
初
め
て
全
文
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
日
本
で
も
本
格

的
に
『
孟
子
』
な
ど
儒
学
・
朱
子
学
を
学
ぶ
者
が
増
え
て
い
っ
た
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
『
孟
子）

10
（

』

　

一
五
八
二
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
一
五
五
二
〜
一
六
一
〇　

M
atteo Ricci

）
が
広
東
省
肇ち
ょ
う
け
い慶を
拠
点
と
し
て
本
格

的
な
宣
教
活
動
を
展
開
し
た
。
当
時
の
宣
教
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
海
外
植
民
政
策
の
一
環
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
が
武
力
制
圧
し
た
地
域

へ
宣
教
師
を
派
遣
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
へ
の
宣
教
に
つ
い
て
は
、「
適
応
政
策
」
が
採
用
さ
れ
た
。
適
応
政
策
と
は
、
ま
ず
宣
教
師
が

入
国
し
、
現
地
の
思
想
・
文
化
に
適
し
た
形
で
宣
教
活
動
を
展
開
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
中
国
思
想
（
儒

学
）
の
理
解
に
努
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
成
果
を
挙
げ
た
。
リ
ッ
チ
の
死
後
も
イ
エ
ズ
ス
会
の
基
本
方
針
と
し
て
継
承
さ
れ
、
清
初
に
は
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九

天
主
教
の
確
固
た
る
地
位
が
確
立
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
躍
進
を
快
く
思
わ
な
い
勢
力
が
い
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
な
ど
は
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
適
応
政
策
を
猛
烈
に
批
判
し
た
。
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
「
典
礼
論
争
」
へ
と
発
展
す
る
。
こ
の
典
礼
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
結
果
的

に
『
孟
子
』
全
文
を
初
め
て
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
（
一
六
五
一
〜
一
七
二
九　

François N
oël

）
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
宣
教
を
志
し
て
、
一
六
八
五
年
、
マ
カ
オ
に
到
着
。
当

初
は
日
本
へ
の
布
教
を
企
図
し
て
い
た
が
、
徳
川
幕
府
が
統
治
す
る
日
本
に
入
国
で
き
な
い
た
め
、
清
へ
と
向
か
っ
た
。
中
国
南
方
で
宣
教
活

動
を
展
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
典
礼
論
争
が
発
生
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
ノ
エ
ル
を
代
表
の
一
人
に
選
び
、
一
七
〇
二
年
、
ノ
エ
ル
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
赴
き
、
ロ
ー
マ
の
典
礼
論
争
に
参
加
し
た
。
典
礼
論
争
と
は
、
中
国
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
朝
廷
の
官
僚
と
し
て
天
へ
の
祭
祀
に
参
加

す
る
こ
と
を
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
天
を
祀
る
こ
と
は
偶
像
崇
拝
か
無
神
論
か
と
い
う
こ
と
が
論
じ
ら
れ
、
天
へ
の
祭
祀
を

黙
認
し
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
が
批
判
さ
れ
た
。

　

ロ
ー
マ
の
典
礼
論
争
で
ノ
エ
ル
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
弁
護
し
た
が
、
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
十
一
世
（
在
位
一
七
〇
〇
〜
一
七
二
一
）
は
中
国
人
キ

リ
ス
ト
教
徒
が
天
の
祭
祀
な
ど
の
伝
統
儀
礼
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
教
皇
令
を
下
し
た
。
ノ
エ
ル
は
一
度
マ
カ
オ
に
戻
り
、
今
度
は
康
煕
帝

の
使
節
の
付
き
添
い
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
動
し
、
再
び
典
礼
論
争
に
参
加
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
ロ
ー
マ
の
決
断
は
覆

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
教
皇
令
に
よ
り
、
清
朝
下
の
宣
教
師
た
ち
は
適
応
政
策
に
基
づ
く
宣
教
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
清
朝
の
方
で

も
康
煕
帝
（
在
位
一
六
六
一
〜
一
七
二
二
）
が
天
主
教
に
異
端
宣
告
を
下
し
、
雍
正
帝
（
在
位
一
七
二
二
〜
一
七
三
五
）
は
天
主
教
禁
教
令
を

下
す
こ
と
と
な
る
。

　

ノ
エ
ル
は
清
に
戻
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
ず
、
プ
ラ
ハ
で
『
中
華
帝
国
の
六
古
典
』（
一
七
一
一
年
）
な
ど
を
出
版
し
た
。
清
朝
で
宣
教
を

行
っ
て
い
た
頃
に
蓄
積
し
た
教
養
に
基
づ
き
、
中
国
思
想
（
儒
学
）
の
書
を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。『
中
華
帝
国
の
六
古
典
』
と

は
、『
大
学
』『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』『
孝
経
』『
小
学
』
で
あ
り
、『
孟
子
』
に
と
っ
て
は
初
の
ラ
テ
ン
語
訳
と
な
る）

11
（

。

　

ノ
エ
ル
以
前
、『
孟
子
』
の
全
文
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
た
ち
の
事
情
が
あ
る
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ

を
は
じ
め
と
す
る
中
国
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
読
者
を
意
識
す
る
た
め
、
儒
教
の
根
本
概
念
が
キ
リ
ス
ト
教
義
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
示
す
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一
〇

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
道
学
（
朱
子
学
）
の
「
理
気
二
元
論
」
や
「
天
」
の
観
念
は
黙
殺
す
る
か
解
釈
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
『
孟
子
』
に
は
「
性
善
説
」
や
「
革
命
説
」
が
あ
っ
た）
12
（

。
特
に
「
性
善
説
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
抵
触
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

人
間
の
生
得
的
本
性
は
罪
深
く
、
救
済
に
は
神
の
恩
寵
が
必
要
と
い
う
教
義
（
敬
虔
主
義
）
に
お
い
て
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
善
な
る
性
を
備

え
て
い
る
と
い
う
見
解
は
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
人
の
理
性
を
重
視
す
る
立
場
（
理
性
主
義
）
か
ら
す
れ
ば
、
は
る
か
東
方
の
国

（C
hina

）
に
性
善
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
刺
激
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ノ
エ
ル
は
『
孟
子
』
の
全
文
を
翻
訳
し
た
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
の
よ
う
な
曖
昧
な
翻
訳
で
は
な
い
。
性
善
説
や
革
命
説
を
率
直
に
翻
訳
し

た
。
典
礼
論
争
を
経
て
、
適
応
政
策
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
読
者
に
あ
わ
せ
て
翻
訳
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

革
命
（
湯
武
放
伐
）
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
お
り
、
無
慈
悲
で
公
正
さ
を
欠
く
君
主
は
、
一
私
人
に
過
ぎ
ず
、「
一
私
人
で
あ
る

紂
は
武
王
の
処
刑
〔
誅
〕
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
」
と
記
す）
13
（

。
朱
熹
た
ち
が
王
に
対
す
る
戒
め
と
解
釈
し
た
の
と
は
少
し
力
点
が
異
な
り
、

仁
と
義
を
欠
く
者
は
君
主
た
る
資
格
が
な
く
、
無
道
な
政
治
を
行
う
王
は
処
刑
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

　

ノ
エ
ル
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
す
ぐ
に
反
響
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ノ
エ
ル
以
前
に
翻
訳
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
プ
レ
（
一
六

二
三
〜
一
六
九
三　

Philippe C
ouplet

）
の
『
中
国
の
哲
学
者
孔
子
』
の
方
が
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
中
国
で
は
神
に
依
拠
し
な
い
人
間
理
性

の
探
求
と
い
う
思
索
が
存
在
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
者
も
い
れ
ば
、
人
間
を
中
心
と
す
る
無
神
論
で
あ
る
こ
と
を
批
判
す
る
者
も
い
た
。

　

し
か
し
、
ノ
エ
ル
の
翻
訳
に
注
目
す
る
者
も
現
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
大
学
教
授
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
六
七
九
〜
一
七
五
四   

C
hristian W

olff

）
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
ド
イ
ツ
初
期
啓
蒙
主
義
の
指
導
者
で
あ
り
、
多
く
の
弟
子
が
彼
の
学
説
を
広
め
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・

カ
ン
ト
へ
と
至
る
ド
イ
ツ
哲
学
の
主
流
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ヴ
ォ
ル
フ
は
ノ
エ
ル
書
を
高
く
評
価
し
た
。

　

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
プ
リ
ュ
ケ
（
一
七
一
六
〜
一
七
九
〇　

François-A
ndré-A

drien Pluquet

）
14
（

）

が
ノ
エ
ル
の
『
中
華
帝
国
の
六
古
典
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
抄
訳
し
た
。『
中
華
帝
国
経
典
』
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
一
七
八
九
年
）
の
起

こ
る
三
〜
五
年
前
、
一
七
八
四
年
か
ら
八
六
年
の
刊
行
と
な
る
。
プ
リ
ュ
ケ
は
フ
ラ
ン
ス
百
科
全
書
派
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
革
命
説
（
湯
武
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孟
子
の
革
命
説 

─
─ 

十
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
開

一
一

放
伐
）
も
省
略
す
る
こ
と
な
く
、
非
人
間
的
で
帝
国
の
災
禍
と
な
る
よ
う
な
王
（
紂
王
）
は
死
刑
に
な
っ
た
と
紹
介
す
る）
15
（

。
た
だ
一
つ
異
な
る

の
は
、
ノ
エ
ル
が
『
孟
子
』
の
記
述
通
り
に
紂
王
を
討
伐
し
た
の
は
「
武
王
」
と
訳
し
た
と
こ
ろ
を
、
プ
リ
ュ
ケ
は
「
文
王
」
と
翻
訳
し
た
こ

と
で
あ
る
。
文
王
は
武
王
の
父
で
あ
り
、
当
時
の
中
華
全
土
の
三
分
の
二
を
領
有
し
な
が
ら
紂
王
に
仕
え
続
け
た
。
そ
の
死
後
、
息
子
の
武
王

が
牧
野
の
戦
い
で
紂
王
の
軍
隊
を
破
り
、
殷
を
滅
ぼ
し
、
周
王
朝
を
建
国
し
た
。『
孟
子
』
の
記
述
や
史
書
の
記
載
に
基
づ
け
ば
、
紂
王
を
討

伐
し
た
の
は
武
王
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
プ
リ
ュ
ケ
は
意
図
的
に
「
文
王
」
と
訳
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
を
検
討
し
た
佐
藤
麻
衣
氏
に
よ

れ
ば
、
プ
リ
ュ
ケ
の
翻
訳
書
中
、「
武
王
」
を
「
文
王
」
に
改
め
て
い
る
の
は
他
に
三
例
が
見
ら
れ
る
と
い
う）
16
（

。
こ
れ
は
革
命
が
い
つ
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
通
じ
る
。
プ
リ
ュ
ケ
は
『
中
華
帝
国
経
典
』
儒
教
大
観
で
は
、
革
命
に
つ
い
て
「（
国
民
は
）
国
王
が
残
虐

無
道
な
暴
君
の
精
神
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
の
已
む
な
き
に
至
」
っ
た
時
、「
こ
の
時
こ
そ
革
命
を
経
験
す
る
」
と
述
べ
る）
17
（

。

実
際
に
紂
王
の
討
伐
を
行
っ
た
武
王
で
は
な
く
、
す
で
に
文
王
の
時
か
ら
国
民
の
心
は
紂
王
か
ら
離
れ
て
い
た
。
革
命
は
国
民
の
心
が
当
時
の

王
（
紂
王
）
か
ら
離
れ
た
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
表
面
的
な
軍
事
行
動
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
水
面
下
に
お
い
て
、
国
民

の
心
と
し
て
は
文
王
の
時
代
か
ら
革
命
は
起
こ
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

四
　
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
『
孟
子
』

　

徳
川
幕
府
は
儒
学
（
朱
子
学
）
を
奨
励
し
、
教
学
の
中
心
で
あ
る
『
四
書
』
が
流
行
し
た
。
江
戸
時
代
以
前
に
も
『
四
書
』
や
儒
学
・
朱
子

学
の
教
え
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
が
、
そ
れ
は
僧
侶
が
教
養
と
し
て
学
ぶ
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た）
18
（

。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な

る
と
、
武
士
・
町
人
の
な
か
に
は
積
極
的
に
儒
学
・
朱
子
学
を
学
び
、
自
身
の
行
動
指
針
の
核
に
据
え
る
者
が
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
四
書
』
の
刊
行
は
盛
ん
と
な
り
、
さ
ら
に
慶
安
年
間
（
一
六
四
八
〜
五
二
）
以
降
に
は
『
孟
子
』
が
『
四
書
』
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
単
体
で

刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

京
都
堀
川
に
古
義
堂
を
開
き
、
多
く
の
門
人
を
育
成
し
た
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
〜
一
七
〇
五
）
は
、
何
よ
り
も
『
論
語
』『
孟
子
』
を
重

視
し
た
。
仁
斎
は
『
論
語
』
へ
立
ち
戻
る
こ
と
を
説
い
た
が
、
そ
の
『
論
語
』
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
『
孟
子
』
を
熟
読
し
な
け
れ
ば

284



一
二

な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

　

仁
斎
の
『
孟
子
』
解
釈
を
ま
と
め
た
『
孟
子
古
義
』
は
、
三
十
六
歳
の
時
に
草
稿
を
著
し
た
が
、
晩
年
に
及
ぶ
ま
で
繰
り
返
し
校
訂
が
行
な

わ
れ
た
。
実
際
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、
仁
斎
の
没
後
十
五
年
と
な
る
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
徳
川
幕
府
が
政
権
の
安
定

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
た
時
期
、
仁
斎
は
革
命
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

　

孟
子
が
「
征
伐
」
を
論
じ
る
際
に
は
、
常
に
湯
王
・
武
王
を
引
用
し
て
証
し
と
し
た
。「
君
主
を
弑
虐
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

疑
い
に
つ
い
て
は
、「
一
夫
紂
を
誅
す
る
を
聞
く
も
、
未
だ
君
を
弑
す
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
」
と
論
じ
た
。
こ
れ
は
湯
武
の
行
動
が
、
こ

の
上
な
い
仁
義
で
あ
っ
て
、
弑
虐
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
伝
に
よ
れ
ば
、
桀
王
は
南な
ん
そ
う巣
に
放

逐
さ
れ
た
際
、
湯
王
を
か
つ
て
夏
台
で
殺
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
ま
た
紂
王
も
牧
野
で
敗
れ
た
時
、
文
王
を
羑ゆ
う

里り

で
殺
さ
な
か
っ

た
こ
と
を
後
悔
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
天
下
に
は
た
だ
一
人
の
湯
王
・
武
王
が
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
桀
王
・
紂
王
が
自
分
で
悪

行
を
改
め
て
い
た
な
ら
ば
、
湯
王
・
武
王
は
征
誅
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
逆
に
も
し
悪
行
を
改
め
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
天
下
の
人
々
は
誰
も
が
湯
武
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
桀
王
・
紂
王
が
南
巣
の
放
逐
・
牧
野
の
戦
い
の
前
に
湯
王
・
武

王
を
殺
し
て
い
た
と
し
て
も
、
悪
行
を
改
め
な
け
れ
ば
、
天
下
に
は
湯
王
・
武
王
の
よ
う
な
人
が
現
れ
、
誅
殺
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
湯
王
・
武
王
の
よ
う
な
者
を
）
十
人
・
百
人
殺
し
た
と
し
て
も
、
結
局
は
意
味
が
無
い
。
故
に
湯
武
の
放
伐
と
い
う
も
の
は
、
天
下
の

人
々
が
放
伐
し
た
の
で
あ
っ
て
、
湯
王
・
武
王
だ
け
が
放
伐
し
た
の
で
は
な
い
。
天
下
の
人
々
が
共
に
抱
く
公
論
で
あ
り
、
人
々
の
心
が

同
じ
く
そ
う
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
分
か
る
で
あ
ろ
う
。 

（
伊
藤
仁
斎
『
孟
子
古
義
』
梁
恵
王
下
・
８
章
）

　

仁
斎
は
、
湯
武
の
放
伐
を
「
こ
の
上
な
い
仁
義
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
湯
武
の
放
伐
は
、
臣
下
が
君
主
を
放
伐
す
る
と
い
う
君
臣
秩
序
の

破
壊
で
は
な
い
。
天
下
の
人
々
の
公
論
を
受
け
た
仁
義
の
実
践
で
あ
っ
た
。
一
方
、
桀
紂
の
よ
う
な
主
君
に
と
っ
て
は
悪
行
を
繰
り
返
す
こ
と

へ
の
戒
め
と
な
る
。
桀
王
・
紂
王
か
ら
す
れ
ば
、
湯
王
・
武
王
を
事
前
に
殺
害
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
と
断
言
す
る
。
主
君
が
悪
行
を
改
め
な
い
限
り
、
湯
王
・
武
王
の
よ
う
な
人
物
は
十
人
・
百
人
と
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孟
子
の
革
命
説 

─
─ 

十
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
開

一
三

続
い
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
主
君
に
対
す
る
戒
め
と
い
う
観
点
は
、
中
国
の
注
釈
家
と
同
じ
で
あ
る
が
、
悪
政
を
改
め
な
い
限
り
革
命
は
必

ず
起
こ
る
と
の
指
摘
は
、
為
政
者
に
と
っ
て
天
下
の
人
々
の
心
を
知
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
の
強
調
と
な
る
。

　

仁
斎
は
『
孟
子
』
を
肯
定
的
に
と
ら
え
、
解
釈
も
孟
子
の
議
論
に
そ
っ
て
展
開
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
は
孟
子
が
尊
崇
さ
れ
る
一
方

で
、
批
判
も
増
大
し
た）
19
（

。
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
九
）
の
『
雨
月
物
語
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
見
ら
れ
る
。

又
、
周
の
創
め
、
武
王
一
た
び
怒
り
て
天
下
の
民
を
安
く
す
。
臣
と
し
て
君
を
弑
す
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
仁
を
賊
み
義
を
賊
む
、
一
夫
の

紂
を
誅
す
る
な
り
と
い
ふ
事
、
孟
子
と
い
ふ
書
に
あ
り
と
人
の
伝
へ
に
聞
き
侍
る
。
さ
れ
ば
漢
土
の
書
は
経
典
・
史
策
・
詩
文
に
い
た
る

ま
で
渡
さ
ざ
る
は
な
き
に
、
か
の
孟
子
の
書
ば
か
り
未
だ
日
本
に
来
ら
ず
。
此
書
を
積
み
て
来
る
船
は
、
必
し
も
あ
ら
き
風
に
あ
ひ
て
沈

む
よ
し
を
い
へ
り
。 

（『
雨
月
物
語
』
巻
一
・
白
峰
）

　

中
国
か
ら
日
本
に
『
孟
子
』
を
積
ん
だ
船
が
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
必
ず
嵐
に
み
ま
わ
れ
て
沈
没
す
る
と
い
う
の
で
あ
る）
20
（

。
日
本
人
が
古
来
よ

り
『
孟
子
』
を
拒
絶
し
て
き
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、『
孟
子
』
の
何
が
問
題
と
い
え
ば
、
湯
武
放
伐
の
革
命
論
に
あ
る
。

君
臣
の
秩
序
を
重
視
す
る
徳
川
幕
府
治
下
の
日
本
で
は
、
革
命
を
肯
定
す
る
孟
子
の
議
論
が
合
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
『
孟
子
』
離
婁
下
・
３
章
に
は
、「
君
が
臣
を
大
切
に
扱
う
な
ら
臣
も
君
の
こ
と
を
大
切
に
思
う
が
、
君
が
臣
を
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
う

な
ら
臣
も
君
の
こ
と
を
仇
の
よ
う
に
見
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
論
が
あ
る）
21
（

。
江
戸
時
代
、
湯
武
放
伐
と
と
も
に
こ
の
見
解
も
問
題
視
さ
れ

た
。
や
は
り
君
臣
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
国
学
者
の
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
は
、
離
婁
下
・
３
章
を

ふ
ま
え
次
の
よ
う
に
孟
子
を
評
価
す
る
。

こ
の
一
章
（
離
婁
下
・
３
章
）
に
よ
っ
て
、
孟
軻
の
大
悪
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
主
君
に
教
え
た
言
葉
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
あ
ま

り
に
も
口
に
任
せ
た
悪
言
で
あ
る
。『
孟
子
』
と
い
う
書
は
、
臣
下
が
見
る
べ
き
書
で
は
な
い
。
臣
た
る
者
に
不
忠
不
義
を
教
え
る
も
の
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一
四

で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
国
を
去
っ
て
主
君
の
こ
と
を
顧
み
ず
、
主
君
を
仇
や
敵
だ
と
す
る
の
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
か
。
何
と
も
言
い
よ
う

が
な
い
悪
言
で
あ
る
。
お
そ
る
べ
し
、
お
そ
る
べ
し
。 

（
本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』
九
八
二
段
）

　

王
道
論
を
説
く
孟
子
は
主
君
の
人
格
や
能
力
に
注
目
し
た
が
、
身
分
秩
序
を
重
視
す
る
徳
川
幕
府
の
日
本
で
は
主
君
は
い
か
な
る
人
物
で
あ

ろ
う
と
主
君
で
あ
る
。
そ
れ
を
主
君
の
態
度
に
よ
っ
て
は
、
臣
下
が
仇
の
よ
う
に
主
君
を
見
る
な
ど
と
い
う
見
解
は
容
認
し
が
た
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。『
孟
子
』
の
議
論
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
君
臣
秩
序
や
社
会
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
見
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

孟
子
の
革
命
説
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。『
孟
子
』
は
様
々
に
注
目
す
べ
き
議
論
が
あ
り
、
そ
の
評
価
も
時
代
や
地
域
と
と
も
に
変
化
し

た
。
湯
武
放
伐
を
容
認
す
る
孟
子
の
革
命
説
も
異
な
る
受
け
止
め
ら
れ
方
を
し
て
き
た
。

　

孟
子
自
身
は
、
諸
侯
が
勝
手
に
王
号
を
称
す
る
中
、
王
者
と
覇
者
を
区
別
し
、
王
道
政
治
に
努
め
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
な
か
で
革

命
の
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
孟
子
は
目
の
前
に
い
る
王
に
革
命
を
推
奨
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
王
道
を
論
じ
る
上
で
、

非
道
な
政
治
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
説
い
て
お
り
、
中
国
の
注
釈
家
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
中
国
思
想
（
儒
学
）
が
影
響
を
与
え
た
の
は
一
時
期
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
理
性
主
義

の
学
者
の
な
か
に
中
国
思
想
に
注
目
し
た
者
が
い
た
。『
孟
子
』
全
篇
を
初
め
て
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
の
は
ノ
エ
ル
で
あ
る
が
、
ノ
エ
ル
の

書
は
ド
イ
ツ
の
学
者
ヴ
ォ
ル
フ
が
評
価
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
プ
リ
ュ
ケ
が
抄
訳
書
を
著
し
た
。
非
道
な
政
治
を
行
う
王
は
処
刑
さ
れ
る
運
命

に
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
プ
リ
ュ
ケ
は
革
命
の
起
点
に
つ
い
て
も
思
慮
を
め
ぐ
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
革
命
は
実
際
の
行
動
だ
け
が
全
て
で

は
な
く
、
水
面
下
で
民
心
が
離
れ
た
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
も
想
定
し
た
。

　

本
格
的
に
儒
学
（
朱
子
学
）
が
学
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、『
孟
子
』
を
尊
崇
す
る
者
は
多
か
っ
た
。
伊
藤
仁
斎
は
、

湯
武
か
ら
す
れ
ば
革
命
は
仁
義
の
実
践
で
あ
り
、
桀
紂
か
ら
す
れ
ば
革
命
は
悪
行
を
改
め
な
か
っ
た
こ
と
の
末
路
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
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孟
子
の
革
命
説 

─
─ 

十
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
開

一
五

『
孟
子
』
を
解
釈
す
る
者
は
、
仁
斎
の
よ
う
に
革
命
説
に
つ
い
て
も
孟
子
の
議
論
の
方
向
で
理
解
し
た
。
し
か
し
、
身
分
秩
序
を
重
ん
じ
る
社

会
に
お
い
て
、
孟
子
の
議
論
は
受
け
入
れ
難
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
孟
子
は
君
臣
秩
序
を
わ
き
ま
え
な
い
者
と
し
て
批
判
さ
れ
、
革
命
説
に
つ

い
て
も
嫌
悪
感
を
示
す
者
が
ま
た
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
・
中
国
で
は
『
孟
子
』
の
重
み
や
注
目
す
る
人
々
の
比
率
が
異
な
る
た
め
単
純
に
概
観
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
孟

子
の
革
命
説
は
比
較
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
肯
定
的
に
見
ら
れ
、
日
本
で
は
賛
否
両
論
分
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
見
る
者
の
立
場
や
時
代
状
況

に
よ
っ
て
、
孟
子
の
革
命
説
は
受
け
と
め
方
が
大
き
く
変
わ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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［
注
］

（
１
） 

本
稿
は
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
一
日
に
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
多
元
文
化
論
系
学
会　

秋
期
大
会
で
の
同
名
の
講
演

内
容
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
） 「
革
命
」
と
い
う
語
は
『
易
経
』
に
由
来
し
、
孟
子
の
議
論
か
ら
す
れ

ば
「
湯
武
放
伐
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
君
臣
秩
序
を
含

め
て
革
命
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
理
解
の
便
を
優
先

し
て
「
革
命
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。

（
３
） 

性
善
説
が
注
目
さ
れ
な
い
背
景
に
は
、
孟
子
の
議
論
の
不
徹
底
さ
も

あ
る
。
確
か
に
孟
子
は
「
性
善
」
と
明
言
し
て
は
い
る
が
、
別
の
と
こ

ろ
で
は
性
に
不
善
を
容
認
す
る
か
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
漢
代
の

趙
岐
な
ど
は
解
釈
に
苦
心
し
て
い
る
。
長
谷
川
隆
一
「
趙
岐
『
孟
子
章

句
』
に
見
え
る
人
間
観
」『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
三
〇
号
（
二

〇
二
二
年
）
参
照
。

（
４
） 

梁
の
恵
王
の
在
位
期
間
は
『
竹
書
紀
年
』
に
依
拠
。

（
５
） 

孟
子
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
元
の
程
復
心
（
一
二
五
七
〜
一
三
四

〇
）
が
著
し
た
『
孟
子
年
譜
』
に
依
拠
し
て
き
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

『
孟
子
年
譜
』
は
明
代
の
偽
作
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

（
６
） 

そ
の
ほ
か
、
戦
国
時
代
で
は
斉
・
韓
・
魏
・
趙
は
侯
爵
、
秦
・
燕
は

伯
爵
、
越
・
楚
は
子
爵
。

（
７
） 

当
時
、
中
原
の
外
の
蛮
夷
と
み
ら
れ
た
楚
は
、
春
秋
時
代
か
ら
独
自

に
王
号
を
称
し
て
い
る
。

（
８
） 

前
三
二
四
年
に
趙
王
、
前
三
二
三
年
に
燕
王
・
中
山
王
、
前
三
二
二

年
に
斉
王
・
宋
王
が
誕
生
す
る
。

（
９
） 

引
用
文
中
、〔　

〕
で
示
し
た
の
は
原
文
の
表
記
で
あ
る
。

（
10
） 『
孟
子
』
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
は
、
顧
衛
民
『
中

国
天
主
教
編
年
史
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
井
川
義
次

『
宋
学
の
西
遷
│
│
近
代
啓
蒙
へ
の
道
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、

桐
藤
薫
『
天
主
教
の
原
像
』（
か
ん
よ
う
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
を

参
照
。
特
に
井
川
氏
の
一
連
の
論
考
は
優
れ
た
知
見
が
多
く
、
本
稿
の

主
た
る
理
解
も
井
川
氏
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
。

（
11
） 

ノ
エ
ル
以
前
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
プ
レ
（
一
六
二
三
〜
一
六
九
三
）



一
六

279

が
『
大
学
』『
中
庸
』『
論
語
』
を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
て
い
る
（『
中
国

の
哲
学
者
孔
子
』
一
六
八
七
年
刊
）。

（
12
） 
そ
の
他
、
孟
子
が
「
子
孫
の
断
絶
」
を
最
大
の
不
幸
と
し
た
こ
と
（
離

婁
上
・
26
章
）
に
つ
い
て
も
問
題
視
さ
れ
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
批
判

し
て
い
る
（『
天
主
実
義
』）。
子
孫
を
残
す
こ
と
の
な
い
宣
教
師
に
と
っ

て
、
孟
子
の
発
言
は
許
容
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。

（
13
） François N

O
ËL, Sinensis Im

perii Libri Classici Sex, Pragæ, （1711

）, 
P. 239.

（
14
） 

プ
リ
ュ
ケ
に
つ
い
て
は
、
後
藤
末
雄
『
儒
教
大
観
』（
第
一
書
房
、
一

九
三
五
年
）、
佐
藤
麻
衣
「
プ
リ
ュ
ケ
に
よ
る
『
孟
子
』
受
容
と
そ
の
特

徴
に
つ
い
て
」『
中
国
文
化
│
│
研
究
と
教
育
』
七
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

参
照
。

（
15
） François-A

ndré-A
drien Pluquet, Les Livres classiques de l

'Em
pire de 

la Chine, Paris, （1784-86

）.

（
16
） 

プ
リ
ュ
ケ
『
中
華
帝
国
経
典
』「
孟
子
」
で
は
、
梁
恵
王
下
、
離
婁
上
、

尽
心
下
の
三
箇
所
で
「
武
王
」
が
「
文
王
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
佐
藤
前
掲
論
文
参
照
。

（
17
） 

プ
リ
ュ
ケ
『
中
華
帝
国
経
典
』
儒
教
大
観
に
「
国
民
は
此
の
悪
政
を

論
拠
と
し
て
、
国
王
が
国
父
の
慈
愛
を
棄
て
て
国
民
の
敵
た
る
感
情
を

持
つ
に
至
っ
た
と
判
断
し
、
更
に
こ
の
国
王
が
残
虐
無
道
な
暴
君
の
精

神
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
の
已
む
な
き
に
至
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
徳
治
主
義
を
基
礎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
国
家
は
こ
の
時
こ

そ
革
命
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
後
藤
前
掲
書
一
五
四
頁
参

照
。

（
18
） 

中
世
以
前
の
『
孟
子
』
受
容
に
つ
い
て
は
、
井
上
順
理
『
本
邦
中
世

に
お
け
る
孟
子
受
容
史
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
二
年
）
の
大
作

が
あ
る
。

（
19
） 

江
戸
時
代
の
孟
子
批
判
に
つ
い
て
は
、
野
口
武
彦
『
王
道
と
革
命
の

間
│
│
日
本
思
想
と
孟
子
問
題
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
20
） 『
孟
子
』
を
積
ん
だ
船
が
沈
没
す
る
と
い
う
話
は
、
明
・
謝
肇
淛
『
五

雑
俎
』
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
同
様
の
話
は
桂

川
中
良
『
桂
林
漫
録
』
に
も
見
え
る
。

（
21
） 『
孟
子
』
離
婁
下
・
３
章
に
「
孟
子
が
斉
の
宣
王
に
告
げ
て
言
っ
た
。

君
が
臣
を
み
る
こ
と
自
分
の
手
足
の
よ
う
に
大
切
に
す
る
な
ら
、
臣
は

君
を
重
ん
じ
る
こ
と
自
分
の
腹
や
胸
の
よ
う
に
大
切
に
思
う
も
の
で
す
。

君
が
臣
を
み
る
こ
と
犬
や
馬
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
、
臣
が
君
を
み
る
こ

と
も
自
分
と
無
関
係
の
人
の
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
君
が
臣
を
み
る

こ
と
土
や
芥
同
然
で
あ
る
な
ら
、
臣
が
君
を
み
る
こ
と
仇
や
敵
の
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。」
と
あ
る
。
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十
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
開

一
七
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Mencius’s Theory of Revolution: 
Developments in Japan and Europe in the 18th Century

MATSUNO Toshiyuki

This article will mainly introduce the interpretation of Mencius’s theory 
of revolution on later generations in Japan and Europe around the 18th century. 
When Mencius was young, the lords of various countries began to call themselves 
kings. Mencius argued that there is a difference between a king and a conqueror. 
A king in name only relies on strength. A real king rules by virtue, so there will 
be no revolution. Mencius’s theories were introduced to Europe by the Jesuits 
around the 16th century. In the 18th century, François Noël translated all the 
texts of Mencius into Latin. Noël agreed with Mencius’s revolutionary theory 
and said that a king who practiced unethical politics was destined to be executed. 
François-André-Adrien Pluquet translated Mencius into French. Pluquet also 
agreed with Mencius’s theory of revolution and also questioned when a revolution 
would begin. A revolution begins not when action is taken, but when the people’s 
hearts turn away from the king. In Europe, Mencius’s revolutionary theory was 
actively introduced. At the same time, Mencius was popular in Japan. However, 
the Japanese emphasized social order. Some Japanese agreed with Mencius’s 
revolutionary theory, while others opposed it. Ito Jinsai interpreted Mencius’s 
theory of revolution positively. However, Motoori Norinaga considered Mencius 
to be a great villain. This is because Mencius affirmed revolution. Some people 
thought that Mencius’s ideas of affirming revolution were not appropriate in 
Japan. In Japan in the 18th century, many people disliked Mencius’s revolutionary 
theory. The understanding of Mencius changes depending on the perspective of 
the viewer and the circumstances of the time.


